
令和７年度 武蔵野小学校アンケート 保護者回答の結果 

 

 

 

〇市内共通設問＜市平均比＞ 

  

実施期間 令和７年１１月１９日（水）から１２月８日（月）まで 

対  象 全校児童３５４名の保護者（児童一人ずつ回答） 

実施方法 Googlefoam（インターネット）による回答 

回  答 回答率 ５８.５％（回答数 ２０７件） 
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１【小中一貫教育】

学校が小学校と中学校の教育をつなぐため、乗入れ授業等（英語の授業等で中

学校の教員が小学校で授業を行う等）していることを知っている。

２【確かな学力の定着】

学校は、児童の確かな学力の定着に向け、授業の流れを示し見通しをもって児

童が学習を進められるようにするなど、授業の工夫や教材の開発を行っている。

３【授業改善】

学校は、授業の充実に向け、ICT機器等を活用するなど工夫している。

４【特色ある教育】

地域や児童の実態を踏まえ、特色ある学校づくりに向けて努力している。

（１．むさしのリーダーシップ。２．コグトレ３．地域人材等の活用。）

５【教育課題】

児童同士の学び合いを多く取り入れたり、端末等を活用して自身の学びを発信

する場を設けたりして、新しい教育課題に対応した教育を行っている。

６【人権教育・道徳教育】

自他を大切にする心やきまりを守って生活する態度、物事の善悪を判断する力

等の育成について、授業を通して適切に行っている。

７【特別支援教育・教育相談】

個に応じた支援ができるよう多くの人材を活用し、特別支援教育や教育相談の

充実に努めている。

８【いじめ・不登校対応】

学校は、児童や保護者の相談に対して親身に対応し、いじめや不登校などの防

止や対応を適切に行う努力をしている。

９【教育活動の公開】

学校は、学校の様子を積極的に伝え、教育活動の公開に努めている。

１０【家庭教育への支援】

学校は、保護者による児童の教育に役立つように、家庭教育への支援を適切に

行う努力をしている。

１１【児童・生徒理解に基づく指導】

学校は、体罰等の防止に努め、児童との信頼関係に基づく指導を行う努力をし

ている。

１２ お子さんは、学校に楽しく登校している。

１３ お子さんは、家庭学習をする習慣が身に付いている。

令和7年度 保護者アンケート（市内共通） 肯定的評価割合
R7武蔵野小 R7市平均

肯定的評価の全体の割合は 84.5％で、１２項目で市の平均を上回っていた。 

【１】は学年が下がるほど数値が低くなる傾向があり、小中一貫の活動についての発信に努める必要がある。

【１３】は改善しつつあるものの、本校の課題として継続して習慣の定着に取り組んでいく必要がある。 



〇市内共通設問 ＜３か年比較＞ 
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１【小中一貫教育】

学校が小学校と中学校の教育をつなぐため、乗入れ授業等（英語の授業等で

中学校の教員が小学校で授業を行う等）していることを知っている。

２【確かな学力の定着】

学校は、児童の確かな学力の定着に向け、授業の流れを示し見通しをもって

児童が学習を進められるようにするなど、授業の工夫や教材の開発を行ってい

る。

３【授業改善】

学校は、授業の充実に向け、ICT機器等を活用するなど工夫している。

４【特色ある教育】

地域や児童の実態を踏まえ、特色ある学校づくりに向けて努力している。

（１．むさしのリーダーシップ。２．コグトレ３．地域人材等の活用。）

５【教育課題】

児童同士の学び合いを多く取り入れたり、端末等を活用して自身の学びを発

信する場を設けたりして、新しい教育課題に対応した教育を行っている。

６【人権教育・道徳教育】

自他を大切にする心やきまりを守って生活する態度、物事の善悪を判断する

力等の育成について、授業を通して適切に行っている。

７【特別支援教育・教育相談】

個に応じた支援ができるよう多くの人材を活用し、特別支援教育や教育相談

の充実に努めている。

８【いじめ・不登校対応】

学校は、児童や保護者の相談に対して親身に対応し、いじめや不登校などの

防止や対応を適切に行う努力をしている。

９【教育活動の公開】

学校は、学校の様子を積極的に伝え、教育活動の公開に努めている。

１０【家庭教育への支援】

学校は、保護者による児童の教育に役立つように、家庭教育への支援を適切

に行う努力をしている。

１１【児童・生徒理解に基づく指導】

学校は、体罰等の防止に努め、児童との信頼関係に基づく指導を行う努力を

している。

１２ お子さんは、学校に楽しく登校している。

１３ お子さんは、家庭学習をする習慣が身に付いている。

令和7年度 保護者アンケート（市内共通）３か年比較

R7 R6 R5 R7無回答率

【2】【7】【11】は肯定的な意見が８割を超えているものの、２年連続で低下している。全校で授業改善を

図るとともに、個に応じた支援が充実できるよう、引き続き関係諸機関と連携しながら、児童・保護者への安

心感につながる手立てを講じていく。 



〇市内共通設問 ＜評価ごとの割合＞ （無回答は除く） 
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１【小中一貫教育】

２【確かな学力の定着】

３【授業改善】

４【特色ある教育】

５【教育課題】

６【人権教育・道徳教育】

７【特別支援教育・教育相談】

８【いじめ・不登校対応】

９【教育活動の公開】

１０【家庭教育への支援】

１１【児童・生徒理解に基づく指

導】

１２【楽しく登校】

１３【家庭学習の習慣】

令和7年度 保護者アンケート（市内共通） 評価ごとの割合
よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

【1】【２】【8】【10】【13】の否定的な意見（特にピンクの割合）を真摯に受け止め、改善を図っていく。

【8】に関しては、無回答率も高く、一層の情報発信をするとともに、児童・保護者に寄り添った体制を構築

していく必要がある。 

【10】に関しては、次年度は外部講師を招聘し、道徳授業地区公開講座の講演会で行ったような「むさし

のリーダーシップ」に関連した啓発セミナーを行っていく予定である。 



〇本校独自の設問 ＜２か年比較＞ 
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１ 学校は、お子さんが意欲的に学習できるよう、授業を工夫して

いる。

２ 朝学習、夏季学習教室、放課後学習等に取り組むことで、お子

さんは、学習の習慣が、身に付いてきた。

３ お子さんは、安心して学校生活を送っている。

４ お子さんは、笑顔で登校し、笑顔で帰宅している。

５ お子さんは、自分や他者を大切にし、思いやりの心をもって行

動する様子が見られる。

６ お子さんは、家を出る６０分前に起床（グッドモーニング６０

分）している。

7 お子さんと学校の話を毎日する。

８ 教職員は、笑顔で働いている。

９ お子さんは平日、決まった時間に家庭学習に取り組んでいる。

１０ お子さんは平日、家庭学習に、低学年は20〜30分、中学年は

30〜40分、高学年は50〜60分取り組んでいる。

１１ お子さんは、学習の準備を前の日のうちに行っている。

１２ お子さんのノートを見たり、お子さんに話を聞いたりして、

今学校で何を学習しているのか知っている。

13 お子さんは、インターネット、SNS等を家庭のルールを守って

正しく利用している。

１４ お子さんがどれくらいの時間、動画視聴やSNSなどをしてい

るか、わかっている。

１５ お子さんが自分のSOSカードに書いている先生の名前を２人

以上知っている。

１６ 認知機能向上プログラム「コグトレ」に、毎週金曜日に全校

で取り組んでいることを知っている。

１７ 「コグトレ」の取組をしていることで、お子さんの様子に変

化を感じる。

１８ お子さんに携帯電話やスマートフォンを与えている。

（与えていない割合）

１９ お子さんの連絡帳やテストの結果などを毎回見ている。

２０ お子さんは、羽村市が夕方に鳴らしている、帰宅チャイムを

守っている。

令和7年度 保護者アンケート（武小独自） ２か年比較
R7 R6 R7無回答率

【２】【９】【10】【11】は、昨年度より向上しており、学習習慣の定着が図られていることがわかる。これ

は、【7】【12】【19】の向上からも分かるように、ご家庭での関わりや声掛けの成果の賜物である。引き続

き、学校と家庭が一体となり、習慣の確立に努めていく。 

【4】の低下は、本校が目指す「元気いっぱい 笑顔でつながる武蔵野小」としては早急に改善を図る必要

がある。いじめ・不登校対応をはじめとした、児童が安心できる環境・関係づくりの取組を行っていく。 



〇本校独自の設問 ＜評価ごとの割合＞ （無回答は除く） 
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１ 学校は、お子さんが意欲的に学習できるよう、授業を工

夫している。

２ 朝学習、夏季学習教室、放課後学習等に取り組むこと

で、お子さんは、学習の習慣が、身に付いてきた。

３ お子さんは、安心して学校生活を送っている。

４ お子さんは、笑顔で登校し、笑顔で帰宅している。

５ お子さんは、自分や他者を大切にし、思いやりの心を

もって行動する様子が見られる。

６ お子さんは、家を出る６０分前に起床（グッドモーニン

グ６０分）している。

7 お子さんと学校の話を毎日する。

８ 教職員は、笑顔で働いている。

９ お子さんは平日、決まった時間に家庭学習に取り組んで

いる。

１０ お子さんは平日、家庭学習に、低学年は20〜30分、中

学年は30〜40分、高学年は50〜60分取り組んでいる。

１１ お子さんは、学習の準備を前の日のうちに行ってい

る。

１２ お子さんのノートを見たり、お子さんに話を聞いたり

して、今学校で何を学習しているのか知っている。

13 お子さんは、インターネット、SNS等を家庭のルールを

守って正しく利用している。

１４ お子さんがどれくらいの時間、動画視聴やSNSなどをし

ているか、わかっている。

１５ お子さんが自分のSOSカードに書いている先生の名前を

知っている。（４人／３人／２人／１人／知らない）

１６ 認知機能向上プログラム「コグトレ」に、毎週金曜日

に全校で取り組んでいることを知っている。

１７ 「コグトレ」の取組をしていることで、お子さんの様

子に変化を感じる。

１８ お子さんに携帯電話やスマートフォンを与えている。

（与えていない／与えている／検討中 ）

１９ お子さんの連絡帳やテストの結果などを毎回見てい

る。

２０ お子さんは、羽村市が夕方に鳴らしている、帰宅チャ

イムを守っている。

令和7年度 保護者アンケート（武小独自） 評価ごとの割合

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

学習習慣は以前より定着しているものの、【9】【10】を見ると４割の児童が未定着であることがわかる。よ

り効果的でやりがいを感じられる家庭学習になるよう、検討と啓発を重ねていく。 

【6】グッドモーニング６０分の定着を図り、遅刻を無くし、朝から気持ちよく学習できるようにする。 

【17】全校で取り組んでいるコグトレの効果がより発揮させられるよう、より積極的に取り入れていく。 


